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１．はじめに
　キリガとは晩秋・早春という他の昆虫が越冬している時期に活動するヤガ科の一群のことを
示す。どの種類もふわりとした毛並みが上品で、灯火採集などのお金のかかる採集に比べて比
較的簡単な糖蜜採集で多数採集できることから、愛好者の間では非常に人気の高いグループで
ある。
　また、植生の変化に応じて種類が変わってくることが知られ、複数の地点でキリガの観察を
行えば、観察を行った環境の類似性や、その地点の植生などがわかってくるといわれている
（Yamazaki、１９９８；八木、１９９８）。ゼフィルス類がよく環境評価の材料として扱われているよ
うに、キリガも環境評価の指標昆虫として利用できると考えられている。しかし、キリガを取
り扱った研究は今までにあまり行われていない。そこで、今回はこれまでにほとんど調査され
ていない２地点でキリガの調査を行い，そこで見られる種類や個体数が地域ごとに違ってくる
かどうかを確かめた。

２．調査地と調査方法
（１）　調査地
　調査は、宝塚市の武庫川渓谷（ＪＲ生瀬駅～武田尾駅間）と、西宮市甲山で行った。
　武庫川渓谷では、武田尾駅側から武庫川渓谷へ侵入する渓谷道（図１Ａ－①）と、桜の園の
入り口から大峰山へ向かう山道（図１Ａ－②）と、大峰山中腹にある展望台から大峰山道（図
１Ａ－③）の３地点で調査を行い、甲山では、甲山キャンプ場付近の林道（図１Ｂ－①）と、甲
山森林公園東口入り口付近からみくるま池周辺（図１Ｂ－②）と、甲山山頂（図１Ｂ－③）の３
地点で調査を行った。

（２）調査方法
　両地点も調査は糖蜜採集と灯火周りを行い、キリガの活動時期である２００６年１１月上旬～１２月
下旬、２００７年２月上旬～３月下旬にかけて行った。
　糖蜜の内容は、黒砂糖を水に溶かした液体に焼酎やビールなどを混ぜ、日没直後に霧吹きで、
またはコットンに糖蜜を染み込ませたものを林道沿いの樹木へ貼り付けた。日没から約１時間
３０分ほど糖蜜を見回り、それに飛来したキリガ（図２）の種名と個体数をメモし、同定の難し
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図１．調査地
Ａ：宝塚市武庫川渓谷、Ｂ：西宮市甲山。丸囲み数字は、糖蜜採集の実施地点。



いものは持ち帰って標本にして同定を行った。灯火周りは、糖蜜採集が終わってから、山の中
の電灯・トイレの明かりなどを見回り、それら光源に飛来したキリガを糖蜜採集同様の方法で
種類・飛来数の記録を取った。種の同定は、図鑑（緒方，１９５８、杉，１９８２）で行った。

３．結果と考察
　灯火で得られたもの、糖蜜で得られたものを合わせると、武庫川渓谷では３２種１９３７個体（付
表１）、甲山では３２種５６３個体確認された（付表２）。全体としては３９種確認でき、両地点とも
に見られた種は２５種であった。つぎに、２地点のキリガ相に違いがあるかを考察してみる。

（１）２地点におけるキリガの種構成の比較
　まず、出現したキリガの種類を比較して、どのような差があるかを調べた（表１）。それら
のうち武庫川渓谷だけに見られた種は７種で、甲山だけで見られた種は６種であった。
　武庫川渓谷のみで得られたムラサキミツボシキリガ、キマエキリガについては局地的な発生
をする種で、幼虫時代の生態がわかっていない。甲山では見られなかった種なので、これらの
種は甲山との環境の違いを示している種だと思われる。他の５種については、その時期での甲
山の調査が不十分であったために生じたものと思われる。
　甲山のみで得られたウスミミモンキリガは、灯火には飛来せず、糖蜜採集でしか得られない。
本種はハンノキ類を食樹とし、最近の湿地開拓により激減している種である（木下、２００６）。同
じくハンノキ類を食樹とするミドリシジミが湿地の開発に伴って減少し、レッドデータブック
に記載されるなど注目されているのに対し、本種は全く注目されていない。本種が得られた場
所付近には、数本のハンノキが自生しておりそこで発生していると思われる。本種は湿地とい
う環境を示す種で、これは武庫川渓谷との環境の違いを示している種だと思われる。ブナキリ
ガ、フサヒゲオビキリガは広葉樹林に多く見られる種である。他の３種については、武庫川渓
谷同様の理由で、その時期に応じた調査が不十分であったためと思われる。

（２）２地点における優占種の比較
　糖蜜採集で得られたデータを使用し、各種の個体数を比較した。すると、両地点ともに生息
するキリガでも、明らかに個体数の順位に差があった（表２、表３、図２－Ａ，Ｂ）。
　甲山で多数得られているホソバキリガ（第２位、７８個体）・スモモキリガ（第３位、６２個体）
は、武庫川渓谷ではそれぞれ第１７位（２個体）、第１３位（５個体）と少数しか得られなかった。逆
に、武庫川渓谷で多数確認できたカシワオビキリガ（第４位、３７個体）は、甲山では第１４位
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図２．糖蜜採集でのキリガ類の飛来状況
2006年11月26日、宝塚市武庫川渓谷「桜の園」。晩秋か
ら早春にかけての糖蜜採集では、気象条件がよければこ
のように多数のキリガ類が飛来する。

図３．すべてクロチャマダラキリガ
2006年12月21日、宝塚市武庫川渓谷、大峰山山頂付近。気
象条件がたいへんよかったのか、この日は糖蜜に657頭も
飛来した。
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表１．宝塚市武庫川渓谷と西宮市甲山で得られたキリガ
2006年11月から2007年3月にかけて、灯火採集・糖蜜採集
で得られた種を示した。

表２．宝塚市武庫川渓谷における糖蜜採集の結果
2006年から2007年にかけての糖蜜採集の結果を、個体数の多い
種から順にならべたもの。各調査日での個体数は付表１を参
照。

表３．西宮市甲山における糖蜜採集の結果
2006年から2007年にかけての糖蜜採集の結果を、個体数の
多い種から順にならべたもの。各調査日での個体数は付
表２を参照。



（６個体）と少数しか得られなかった。両地点に生息しているキリガでも、個体数に差がある
ということは、両地点の環境の違いを反映しているものと思われる。

（３）他地域のデータを加えての比較
　このように、甲山と武庫川渓谷のキリガ類相には、違いがみられた。２地点の違いがどの程
度なのか更に細かい検討をするため、神戸市中央区布引公園、神戸市須磨区鉢伏山のデータ
（八木、１９９８）と、京都市左京区の大文字山と瓜生山を合わせたデータ（Yamazaki，１９９８、以
下大文字山と称する）を加え、比較した。
　大文字山でデータのないセダカモクメ亜科の非越冬種を除き、鉢伏山でデータのない早春性
の種も除いたデータ（表４）をもとに、５地域のキリガ類相をJaccardの共通係数（ＣＣ）を求
め、類縁性を検討した（表５）。共通係数は、０．７０～０．８６とそれぞれあまり変わらなかったが、
武庫川渓谷がもっとも近かったのは、甲山（共通係数０．７９）、甲山が最も近かったのは、鉢伏
山（共通係数０．８０）であった。
　武庫川渓谷と甲山は、１９種中１５種（ホソバキリガ、クロテンキリガ、スモモキリガ、ハネナ
ガモクメキリガ、キバラモクメキリガ、ハンノキリガ、カシワキボシキリガ、ヨスジノコメキ
リガ、チャマダラキリガ、クロチャマダラキリガ、カシワオビキリガ、ミヤマオビキリガ、ホ
シオビキリガ、ナワキリガ、ゴマダラキリガ）が共通していて、どちらか一方でだけ確認され
た種は、ミツボシキリガ、ムラサキミツボシキリガ、ウスミミモンキリガ、フサヒゲオビキリ
ガであった。
　甲山と鉢伏山は２０種中１６種（武庫川渓谷と甲山の共通種にフサヒゲオビキリガを加えた１６
種）が共通していて、どちらか一方でだけ確認された種は、ヤクシマキリガ、サヌキキリガ、ウ
スミミモンキリガであった。
　共通係数では甲山と鉢伏山の類似度（共通係数０．８０）も、武庫川渓谷と甲山の類似度（共通
係数０．７９）もそんなに変わらなかったが、共通種、共通していない種の特徴をじっくり見てみ
ると、キリガ相は、それぞれの地点の植生の特徴を反映していると思われる。ウバメガシ林に
依存する種であるヤクシマキリガは、鉢伏山では多産するが、今のところ武庫川渓谷や甲山で
は記録がない。ウスミミモンキリガはハンノキ類が食樹であり、今のところ鉢伏山では記録が
ない。サヌキキリガ、ムラサキミツボシキリガは、全国的に産地が限定され、照葉樹林帯にか
なり局地的な発生をする稀な種である。このようなことから、武庫川渓谷と甲山、鉢伏山のキ
リガ相は、共通係数で見てみるとさほど変わりはないが、その内容を見てみると、かなり違っ
ているといえるだろう。なお、布引公園は、武田尾渓谷だけで記録されたムラサキミツボシキ
リガを除くすべての種が記録されており、多様な植生であることが考えられる。逆に、大文字
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図４．種ごとの個体数を、多いものからから順に配列したもの
Ａ：宝塚市武庫川渓谷　Ｂ：西宮市甲山　Ｃ：宝塚市武庫川渓谷のクロチャマダラキリガの個体数を、西宮市甲山のクロチャ
マダラキリガの個体数に置き換えたグラフ。表２、表３をもとに作成した。



山は、クロテンキリガ、ムラサキミツボシキリガ、ウスミミモンキリガ、サヌキキリガ、ヤク
シマキリガといった、照葉樹林帯に依存する種が欠けていた。

（４）武庫川渓谷のクロチャマダラキリガは異常発生か
　２地点とも最優占種はクロチャマダラキリガであったが、その割合に大きな差があった。甲
山では全体の３７％だったのに対し、武庫川渓谷では８４．９％と圧倒的な数であった（表２．表３）。
　これを見ると、見た目は豊かな森林に見える武庫川渓谷でもキリガに関しての多様性は低い、
ということになるが、２００７年の１２月、２００８年２月の調査（データは省略）では、クロチャマダ
ラキリガはそれほど得られなかった。そこで、２００６年の武庫川渓谷のクロチャマダラキリガは
異常発生だったのではないかと考えた。
　甲山のクロチャマダラキリガの数が本来の発生数と仮定し、武庫川渓谷のクロチャマダラキ
リガの個体数を甲山の個体数にそのまま置き換えたグラフ（図２－Ｃ）で、甲山のグラフ（図
２－Ｂ）と比較してみると、２つはほとんど同じ形のグラフになった。次に４地域で飛来数・
種類とも充実した春季の調査日を選抜し、最優占種の割合をグラフで示した（図３）。図３では、
最優占種の割合が武庫川渓谷では異様に高いことがうかがえる。
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表４．京阪神の5地域のキリガ相
宝塚市武庫川渓谷、西宮市甲山での今回の結果に、糖蜜採集でのキリガ相調査のなされた、神戸市中央区布引公園、神戸市
須磨区鉢伏山（以上、八木，1988）、京都市左京区大文字山（Yamazaki, 1988）での記録を加えたもの。比較のために、早
春だけに出現する一部の種、セダカモクメ亜科の非越冬種を除いた。

表５．京阪神の5地域のキリガ相の共通種類と類似度 
上段は共通種数、下段はJaccardの共通係数。表４より算出した。



　以上のことは、２００６年晩秋から２００７年にかけての武庫川渓谷では、クロチャマダラキリガに
関してだけ、異常発生していた可能性を示す。異常発生の理由については不明であるが、本種
は幼生期に他のキリガと違った性質（天敵から身を守る術を持っている、温湿度によって幼虫
の生死率・蛹の羽化率が変わるなど）を持っているかもしれない。

４．まとめと今後の課題
　いくつかの地点でのキリガ相を比較したところ、見られる種の違いや、個体数の順位に明ら
かに差があることから、異なった地点ではキリガの種類や個体数にかなりの違いが見られるこ
とがわかった。キリガ相の違いは植生などの特徴を反映しているものと考えられる。また、ク
ロチャマダラキリガの異常発生ではないかと考えられるデータが得られた。
　今後の課題として、次のような事項が挙げられる。
・キリガ類相を比較できるように調査地をもっと増やす。
・キリガの発生型には、非越冬秋型、晩秋越冬型、早春型があるため、それらのタイプごと
での比較と、全体としての比較を行いたい。とくに、非越冬秋型の発生の早い種などの調
査が不十分だったので、キリガの発生時期を通した調査を行う。

・糖蜜には飛来しないが、花の蜜に誘引される種（クロミミキリガ、チャイロキリガなど）
もいるので、早春のアセビ・キブシなどの花に飛来するキリガも調査する。

・クロチャマダラキリガの異常発生の原因を探るべく、クロチャマダラキリガをはじめとす
る数種のキリガの飼育を行なう。
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図５．いくつかの調査地での最優占種の割合
飛来数、種類数ともに充実した春季の調査日を抜き出
して比較した。武庫川渓谷および甲山の最優先種はク
ロチャマダラキリガ。鉢伏山の最優先種はヤクシマキ
リガでクロチャマダラキリガは７位、布引公園の最優
先種はスモモキリガでクロチャマダラキリガは７位で
あった。
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